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歳　入

歳　　　入
(入る見込みのお金)

66億
6022万円

町税
10億8497万円(16.3％)

繰入金
9580万円(1.4％)

諸収入
1億1923万円(1.8％)

繰越金
2000万円(0.3％)

使用料・手数料
2億3457万円(3.5％)

分担金・負担金
7325万円(1.1％)

財産収入等
2207万円(0.3％)

その他
2449万円(0.4％)

地方譲与税
7800万円(1.2％)

地方消費税交付金
1億1600万円(1.7％)

道支出金
2億5090万円(3.8％)

国庫支出金
3億3324万円(5.0％)

町債
4億3120万円(6.5％)

地方交付税
37億7650万円(56.7％)

依存財源 50億1033万円 (75.3％)

自主財源 16億4989万円 (24.7％)

会　　計　　名

合 計

一 般 会 計

特 別 会 計

国 民 健 康 保 険

公共下水道事業

介 護 保 険

簡 易 水 道 事 業

後期高齢者医療

収益的収支

資本的支出
水道事業会計

平成25年度
予 算 額

平成24年度
予 算 額

増 減 額 増減率

66億6022

35億7311

15億7340

8億2723

9億4978

8077

1億4193

2億943

4737

104億9013

63億5185

34億2033

15億3603

7億8635

8億6165

8210

1億5420

2億1401

1億6279

101億4898

3億837

1億5278

3737

4088

8813

△133

△1227

△458

△1億1542

3億4115

4.9

4.5

2.4

5.2

10.2

△1.6

△8.0

△2.1

△70.9

3.4

平成25年度　会計別予算額
（単位:万円、％）

　町の会計の中心となるのが一般会計です。行政

運営の基本となる経費の全てを計上したもので、

町行政の目的を達成するために必要な経費を経理

する会計です。行政サービスのほとんどが、一般

会計で賄われています。

　特別会計は、町が特定の事業を行う場合その他

特定の収入を特定の支出に充て一般の歳入歳出と

区分して経理する必要がある場合など、一般会計

と分けて町が条例で設置することができる会計の

ことを言います。洞爺湖町には、国民健康保険、

公共下水道事業、介護保険、簡易水道事業、後期

高齢者医療の５つの特別会計があります。

　企業会計は、独立採算性を原則としています。

一般的には、株式会社等の民間企業における会計を

いうもので、民間企業に近い事業を行う場合に設置

される会計で水道事業会計がこれに該当します。

用 語 解 説

■
一
般
会
計

■
特
別
会
計

■
企
業
会
計

　
平
成
25
年
第
１
回
洞
爺
湖
町
議
会
定
例
会
が
、
３
月
４
日
か

ら
18
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
「
未
来
へ
つ
な
げ
る
町
づ
く
り
、
人

づ
く
り
」
を
基
本
に
し
た
平
成
25
年
度
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
元
気
の
あ
る
洞
爺
湖
町
の
実
現
を
め
ざ
す
今
年
度
予
算
の
概

要
と
重
点
政
策
を
紹
介
し
ま
す
。

まちの予算まちの予算
平　成
25年度
平　成
25年度



　
　
般
会
計
、
各
特
別
会
計
、
企
業

　
　
会
計
を
含
め
た
予
算
総
額
は
、

１
０
４
億
９
０
１
３
万
円
で
、
前
年

度
予
算
額
１
０
１
億
４
８
９
８
万
円

に
対
し
て
３
・
４
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　
歳
入
で
は
、
自
主
財
源
（
自
主
的

に
収
入
し
う
る
財
源
）
の
根
幹
を
な

す
町
税
収
入
お
い
て
、
町
民
税
、
固

定
資
産
税
の
減
額
は
あ
り
ま
す
が
、

た
ば
こ
税
の
税
源
移
譲
に
よ
る
増
額

な
ど
に
よ
り
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
を

見
込
み
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
度
の
交
付
実
績
か
ら
１･

６
％
の
増
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
公
債
費
（
借
金
の
返

済
に
あ
て
る
お
金
）
が
依
然
多
額
で

は
あ
り
ま
す
が
、
償
還
額
が
大
幅
に

減
少
し
、
さ
ら
に
財
政
健
全
化
計
画

で
一
層
の
歳
出
削
減
に
取
り
組
ん
だ

結
果
、
収
支
の
改
善
が
着
実
に
図
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
地
域
経
済
の
活
性
化
に
か
か

る
経
費
や
普
通
建
設
事
業
の
実
施
な

ど
投
資
的
経
費
を
増
加
し
て
計
上
し

た
た
め
、
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩

し
に
よ
る
財
源
補
て
ん
を
行
い
、
収

支
の
均
衡
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
決
算
で
財
政
健
全
化

団
体
か
ら
脱
却
し
ま
し
た
が
、
平

成
25
年
度
以
降
も
引
き
続
き
安
定
的

で
強
固
な
財
政
基
盤
の
構
築
を
め

ざ
し
、
歳
入
面
で
は
財
源
の
確
保

に
努
め
、
歳
出
面
で
も
人
件
費
な

ど
の
経
常
経
費
の
削
減
や
公
債
費

の
抑
制
に
取
り
組
み
、
限
ら
れ
た

財
源
を
計
画
的
か
つ
効
果
的
に
活

用
し
た
予
算
編
成
と
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
は
、
66
億
６
０
２

２
万
円
で
、
前
年
度
予
算
額
63
億
５

１
８
５
万
円
に
対
し
て
４
・
９
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
に
お
け
る
町
税
、
地
方
譲
与

税
、
地
方
消
費
税
交
付
金
、
地
方
交

付
税
等
を
合
わ
せ
た
経
常
一
般
財
源

（
使
い
道
が
特
定
さ
れ
な
い
財
源
の

う
ち
毎
年
度
固
定
的
に
収
入
さ
れ
る

も
の
）は
、45
億
３
３
４
６
万
円
で
前

年
度
１
・
２
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
に
お
け
る
人
件
費
、
扶
助
費
、

公
債
費
を
合
わ
せ
た
義
務
的
経
費
（
職

員
の
人
件
費
や
借
入
金
の
返
済
な
ど

支
出
す
る
こ
と
が
制
度
的
に
義
務
付

け
ら
れ
る
経
費
）
は
、
公
債
費
の
９
・

４
％
減
が
主
な
要
因
と
な
り
、
対
前

年
度
１
・
０
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
投
資
的
経
費
（
道
路
、
橋
り
ょ
う
、

公
園
、
学
校
の
建
設
な
ど
の
社
会
資

本
の
整
備
に
要
す
る
も
の
で
、
支
出

の
効
果
が
将
来
に
わ
た
っ
て
残
る
も

の
に
支
出
さ
れ
る
経
費
）
の
う
ち
普

通
建
設
事
業
は
、
対
前
年
度
１
６
８
・

８
％
増
の
４
億
３
７
７
３
万
円
で
、

難
視
聴
地
区
共
聴
新
設
整
備
事
業
、

虻
田
漁
港
（
大
磯
分
区
）
整
備
事
業
、

予
算
編
成
の
考
え
方

議会費
6738万円(1.0％)

総務費
3億2638万円(4.9％)

民生費
13億4824万円(20.2％)

衛生費
3億9703万円(6.0％)

労働費
884万円(0.1％)

農林水産業費
3億190万円(4.5％)

商工費
2億1232万円(3.2％)

土木費
6億7660万円(10.2％)消防費

3億4041万円(5.1％)

教育費
3億5195万円(5.3％)

公債費
12億7719万円(19.2％)

給与費
13億3340万円(20.0％)

予備費
1858万円(0.3％)

歳　　　出
(使う予定のお金)

66億
6022万円

歳　出

一 般 会 計

水道事業会計

合　　　　計

公共下水道事業
特 別 会 計

簡易水道事業
特 別 会 計

年度
会計別 平成21年度 平成22年度 平成23年度

平成24年度
(見込)

平成25年度
(見込)

141億4461

51億2519

7億2820

10億5257

210億5057

126億9858

48億5978

6億7798

9億1598

191億5232

116億6553

45億9895

6億2876

8億5795

177億5119

107億5325

43億3271

5億8304

8億8016

165億4916

100億7164

40億6567

5億3964

8億4088

155億1783

地方債（借金）の残高 （単位：万円）

財政調整基金

減 債 基 金

合　　　　計

そ の 他 特 定
目 的 基 金

年度

会計別
平成21年度 平成22年度 平成23年度

平成24年度
(見込)

平成25年度
(見込)

5億3858

1億9250

11億7854

19億962

7億3906

1億263

11億2403

19億6940

9億3934

1億267

11億2413

21億6614

10億957

1億269

13億6481

24億7707

9億2064

1億294

13億6479

23億8837

基金（貯金）の残高 （単位：万円）

※歳入不足を補てんするために使用することができる基金は、財政調整基金と減債基金である。

一

般

会

計



海
岸
通
整
備
事
業
（
２
期
工
事
）
、
旭

町
高
砂
線
な
ど
の
道
路
改
良
工
事
、

国
道
37
号
線
沿
な
ど
の
バ
ス
停
待
合

所
の
新
設
や
改
修
費
な
ど
を
計
上
し

ま
し
た
。

　
産
業
・
観
光
振
興
対
策
と
し
て
、

エ
ゾ
シ
カ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
か
ら
農

業
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
経
費
を

昨
年
度
に
続
き
計
上
し
た
ほ
か
、
農

産
物
を
集
荷
・
保
管
・
輸
送
す
る
た

め
の
ス
チ
ー
ル
コ
ン
テ
ナ
導
入
に
か

か
る
経
費
、
ウ
ニ
種
苗
放
流
や
洞
爺

湖
温
泉
の
泉
源
発
掘
に
か
か
る
調
査

費
な
ど
を
新
た
に
計
上
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
基
金
は
、
読
書
の
家
の
図

書
購
入
費
に
あ
て
る
た
め
観
光
開
発

基
金
を
取
り
崩
し
た
ほ
か
、
歳
入
不

足
を
補
て
ん
す
る
た
め
、
財
政
調
整

基
金
を
取
り
崩
し
、
繰
入
を
行
い
ま

し
た
。

　
※
基
金
と
は
、
家
庭
に
置
き
換
え

る
と
「
貯
金
」
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

洞
爺
湖
町
に
は
、
財
政
調
整
基
金
や

減
債
基
金
の
よ
う
に
、
歳
入
不
足
を

補
て
ん
す
る
た
め
の
基
金
と
洞
爺
地

域
ふ
れ
あ
い
振
興
基
金
等
の
よ
う
に
、

特
定
の
歳
入
を
も
っ
て
特
定
の
目
的

の
た
め
に
積
立
て
ら
れ
た
基
金
が
あ

り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
介
護

保
険
特
別
会
計
は
、
医
療
費
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
保
険
給
付
費
、
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
く
終
末
処
理
場
整

備
工
事
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
増
と
な
り
、

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、
公
債

費
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
対
す

る
納
付
金
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
減
と
な

り
ま
し
た
。
５
つ
の
特
別
会
計
を
合

わ
せ
た
予
算
総
額
は
35
億
７
３
１
１

万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
て
４
・

５
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
道
道
建
設
事
業
に
伴
う
水
道
建
設

改
良
工
事
の
減
に
よ
り
、
水
道
事
業

会
計
の
予
算
総
額
は
、
２
億
５
６
８

０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
31

・
８
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

６
７
３
８
万
円

◆
姉
妹
都
市
交
流
事
業(

箱
根
町
と

　
の
親
善
交
流)

…
１
８
２
万
円

◆
議
会
広
報
事
業(

年
４
回
発
行)

…

　
１
０
８
万
円

３
億
２
６
３
８
万
円

◆
公
共
施
設
Ｌ
Ｅ
Ｄ
蛍
光
灯
整
備
事

　
業
…
79
万
円

・
洞
爺
総
合
支
所
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
蛍
光
灯

　
整
備

◆
洞
爺
地
区
振
興
策
検
討
事
業
…
44

　
万
円

・
洞
爺
地
区
振
興
策
検
討
委
員
会
経

　
費

◆
地
域
公
共
交
通
検
討
事
業
…
39
万

　
円

・
地
域
公
共
交
通
協
議
会
に
対
す
る

　
負
担
金

◆
洞
爺
地
区
等
高
校
生
通
学
費
助
成

　
事
業
…
３
４
１
万
円

・
洞
爺
・
月
浦
・
花
和
地
区
に
在
住

　
す
る
高
校
生
へ
の
通
学
費
助
成

◆
難
視
聴
地
区
共
聴
新
設
整
備
事
業

　
…
５
６
５
８
万
円

・
清
水
・
月
浦
地
区
の
難
視
聴
対
策

◆
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
受
理
・
受
付
…

　
43
万
円

13
億
４
８
２
４
万
円

◆
福
祉
灯
油
給
付
事
業
…
４
０
３
万

　
円

・
老
人
、
重
度
心
身
障
害
者
、
ひ
と

　
り
親
世
帯
等
の
生
活
困
窮
者
に
対

　
す
る
灯
油
の
助
成
　
　
　
　

◆
子
育
て
支
援
対
策
事
業
…
91
万
円

・
公
共
施
設
の
お
む
つ
交
換
台
の
設

　
置
、
授
乳
室
や
子
育
て
サ
ロ
ン
の

　
整
備

３
億
９
７
０
３
万
円

◆
救
急
診
療
体
制
等
支
援
事
業
…            

　
２
３
０
０
万
円

・
洞
爺
協
会
病
院
の
救
急
診
療
体
制

　
等
を
支
援
す
る
た
め
の
補
助

◆
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
事
業
…
５
４
９
万
円

・
子
宮
頸
が
ん
、ヒ
ブ
・
小
児
肺
炎
球

　
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
か
か
る
経
費

◆
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
…
10
万
円

・
不
妊
治
療
に
要
す
る
助
成

◆
未
熟
児
養
育
医
療
給
付
事
業
…
30

　
万
円

・
医
療
を
必
要
と
す
る
未
熟
児
に
対

　
す
る
養
育
医
療
費
の
給
付
（
権
限

　
移
譲
）

◆
三
豊
霊
園
通
路
等
整
備
事
業
…
３

　
２
５
万
円

・
三
豊
霊
園
の
ス
ロ
ー
プ
設
置
工
事

　
な
ど

８
８
４
万
円

一般会計
の

主な事業

一般会計
の

主な事業

特

別

会

計

水
道
事
業
会
計

議

会

費

総

務

費

民

生

費

衛

生

費

労

働

費



◆
冬
期
就
労
対
策
事
業
…
１
６
７
万

　
円

◆
緊
急
雇
用
創
出
対
策
事
業
…
３
７

　
７
万
円

・
短
期
的
な
事
業
に
か
か
る
雇
用
機

　
会
の
創
出

３
億
１
９
０
万
円

◆
生
産
物
集
荷
等
安
定
対
策
事
業
補

　
助
…
９
３
０
万
円

・
馬
鈴
薯
等
の
農
産
物
を
集
荷
・
輸

　
送
、
保
管
す
る
ス
チ
ー
ル
コ
ン
テ

　
ナ
の
導
入
経
費

◆
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
推
進
事
業
…

　
３
７
０
万
円

・
エ
ゾ
シ
カ
な
ど
有
害
鳥
獣
の
捕
獲

　
に
従
事
す
る
ハ
ン
タ
ー
雇
用
な
ど

　
に
か
か
る
経
費
　
　
　

◆
中
島
自
然
環
境
再
生
事
業
（
植
生

　
調
査
・
エ
ゾ
シ
カ
駆
除
に
か
か
る

　
経
費
）
…
２
０
０
万
円
　

◆
ウ
ニ
種
苗
放
流
事
業
補
助
…
30
万

　
円

◆
篭
洗
浄
施
設
等
整
備
助
成
事
業
…

　
５
５
４
３
万
円

・
養
殖
ホ
タ
テ
用
の
篭
洗
浄
施
設
の

　
整
備
に
か
か
る
経
費

◆
虻
田
漁
港
（
大
磯
分
区
）
整
備
事

　
業
負
担
金
…
１
億
１
２
１
０
万
円

◆
虻
田
漁
港（
大
磯
分
区
）整
備
事
業

　（
単
独
事
業
分
）…
５
７
６
８
万
円

・
大
磯
漁
港
漁
家
団
地
埋
立
造
成
、

　
水
道
管
等
敷
設
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ

　
ー
ト
係
留
施
設
設
計
費
な
ど

２
億
１
２
３
２
万
円

◆
ぐ
る
っ
と
洞
爺
湖
プ
レ
ゼ
ン
ト
地

　
域
活
性
化
事
業
補
助
…
１
５
０
万

　
円

・
町
内
商
店
へ
の
来
店
頻
度
を
高
め
、

　
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め

　
の
経
費

◆
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
補
…

　
８
０
０
万
円

◆
バ
ス
停
整
備
事
業
…
５
６
７
万
円

◆
洞
爺
湖
温
泉
資
源
事
前
調
査
事
業

　
補
助
…
２
０
０
万
円

・
洞
爺
湖
温
泉
の
新
た
な
泉
源
を
発

　
掘
す
る
た
め
の
調
査
費

◆
財
田
自
然
観
察
遊
歩
道
木
橋
等
架

　
替
工
事
…
５
９
９
万
円

◆
噴
水
広
場
遊
具
設
置
工
事
…
１
２

　
０
０
万
円

６
億
７
６
６
０
万
円

◆
海
岸
通
り(

２
期
工
事)

整
備
事
業

　
…
６
０
１
７
万
円

◆
橋
梁
長
寿
命
化
計
画
策
定
業
務
…

　
５
２
０
万
円

◆
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
策
定
業

　
務
…
２
６
０
万
円

◆
旭
町
高
砂
線
道
路
改
良
、
高
砂
７

　
号
線
照
明
灯
設
置
工
事
…
２
６
６

　
０
万
円

３
億
４
０
４
１
万
円

◆
西
胆
振
消
防
組
合
負
担
金
…
３
億

　
３
６
０
１
万
円

・
消
防
本
部
洞
爺
湖
支
署
経
費

・
高
規
格
救
急
車
整
備
事
業(

洞
爺

　
湖
支
署
配
備)

◆
防
災
Ｆ
Ｍ
受
信
調
査
業
務
…
63
万

　
円

◆
避
難
所
標
識
設
置
業
務
…
１
３
２

　
万
円

３
億
５
１
９
５
万
円

◆
基
礎
学
力
向
上
支
援
員
配
置
事
業

　
…
７
４
４
万
円

・
基
礎
学
力
向
上
の
た
め
小
・
中
学

　
校
に
支
援
員
を
配
置

◆
特
別
支
援
教
育
支
援
員
・
介
護
員

　
配
置
事
業
…
１
９
２
５
万
円

◆
い
じ
め
対
策
事
業
…
22
万
円

・
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
問
題
行
為

　
の
予
防
と
対
策
の
た
め
Ｑ-

Ｕ
テ

　
ス
ト
を
実
施
（
小
中
高
）
　

◆
小
・
中
学
校
施
設
整
備
事
業
（
電

　
気
設
備
の
改
修
工
事
）
…
９
０
０

　
万
円

◆
洞
爺
高
校
寄
宿
舎
（
第
２
寮
）
解

　
体
工
事
…
６
０
０
万
円

12
億 

７
７
１
９
万
円

・
過
去
に
借
入
れ
た
町
債
（
借
金
）

　
を
返
済
す
る
費
用
（
元
利
、
利
子
）

　
な
ど

13
億
３
３
４
０
万
円

・
職
員
等
の
給
与
、
共
済
費
な
ど
を

　
支
払
う
費
用

農
林
水
産
業
費

商

工

費

土

木

費

消

防

費

教

育

費

公

債

費

給

与

費



　
　
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

　
　
法
律
に
基
づ
き
、
平
成
20
年
度

に
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
を
策

定
し
、
国
民
健
康
保
険
の
医
療
保
険

者
と
し
て
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
た
め
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
に
着
目
し
た
特
定
健
康
診
査
と

特
定
保
健
指
導
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。

　
計
画
策
定
後
５
年
が
経
過
す
る
こ

と
か
ら
、
前
計
画
の
実
施
状
況
を
踏

ま
え
た
「
第
２
期
特
定
健
康
診
査
等

実
施
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
特
定
健
康
診
査
等
基
本
指
針

に
即
し
て
、
次
の
事
項
を
定
め
て
い

ま
す
。

①
特
定
健
康
診
査
等
の
具
体
的
な
実

　
施
方
法
に
関
す
る
事
項

②
特
定
健
康
診
査
等
の
実
施
及
び
そ

　
の
成
果
に
関
す
る
具
体
的
な
目
標

③
そ
の
他
、
特
定
健
康
診
査
等
の
適

　
切
か
つ
有
効
な
実
施
の
た
め
に
必

　
要
な
事
項

　
ま
た
、
計
画
期
間
は
平
成
25
年
度

か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
５
年
間
と

し
て
い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
は
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
起
因
す
る

場
合
が
多
く
、
肥
満
に
加
え
て

高
血
糖
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常

等
の
状
態
が
重
複
し
た
場
合
に

発
症
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
着
目
し
た
特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
の
実
施
に
よ
り
、

被
保
険
者
が
運
動
や
食
事
な
ど

生
活
習
慣
病
を
改
善
し
て
健
康

的
な
生
活
を
実
践
し
、
ひ
い
て

は
医
療
費
の
伸
び
が
抑
制
さ
れ

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「国民健康保険第２期
  特定健康診査等実施計画」

  を策定しました

「国民健康保険第２期
  特定健康診査等実施計画」

  を策定しました

特
定
健
康
診
査
な
ど
で

健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

し
よ
う

計
画
の
内
容
と

計
画
期
間

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

に
着
目
す
る
理
由

　第１期計画では、最終年度を33％と設定しま

したが、目標値には至っていない現状です。この

ため、本計画では、平成25年度を35％と設定し、

最終年度の目標値を43％としています。

　第１期計画では、最終年度を45％と設定しま

したが、こちらも目標値には至っていない現状

です。本計画では、保健指導の実施方法の工夫や

特定健診後の働きかけを強化し、特定保健指導

実施率の向上を目指し、平成25年度は45％と設

定し、最終年度の目標値を53％としています。

　特定健康診査の実施場所、実施時期、健診機関

及び実施項目に関しては、健康福祉センターさ

わやかより後日お知らせします。

特定健康診査等の実施に関する目標

特定健康診査の実施方法・実施項目

特定健康診査の実施率

特定保健指導の実施率

項目

年度

平 成
25年度

平 成
26年度

平 成
27年度

平 成
28年度

平 成
29年度

特定健康診査の
実 施 率

特定保健指導の
実 施 率

35％

37％

39％

41％

43％

45％

47％

49％

51％

53％

■問合せ　住民課国保医療グループ　74‐3002■問合せ　住民課国保医療グループ　74‐3002



洞爺湖町国民健康保険加入者の医療費の状況
平成24年6月請求分レセプト分析の結果、国保加入者の医療費の状況は次のとおりとなっています。

特定健康診査の受診率

　特定健康診査の受診率は平成20年度から平成23年度まで減少傾向にありましたが、平成24年度は増加する見込

みとなっています。前回計画時の目標値と比較すると、平成20年度は目標値を上回っていましたが、平成22年度以

降は目標値を下回っています。

特定保健指導の実施率

　特定保健指導の実施率は、平成22年度に減少していますが、平成23年度以降は増加傾向に転じています。前回計

画時の目標値と比較すると、年度にばらつきはあるものの概ね目標値を下回っています。

生 活 習 慣 病

　１カ月の受診者数の

うち61.7％を占めており、

男性の方の割合が高く、

特に男性の40歳代から

の増加が目立ちます。

脂 質 異 常 症

　１カ月の受診者数の

うち30.0％を占めており、

女性の方の割合が高く、

年齢が高くなるごとに

割合が高くなる傾向に

あります。

虚 血 性 心 疾 患

　１カ月の受診者数の

うち11.3％を占めており、

男性の方の割合が高く、

40歳代以上で割合が高

くなる傾向にあります。

脳 梗 塞・脳 出 血

　１カ月の受診者数の

うち8.5％を占めており、

男性の方の割合が高く、

年齢が高くなるごとに

割合が高くなる傾向に

あります。

人 工 透 析

　１カ月の受診者数の

うち0.７％を占めており、

男性の方の割合が高く、

40歳代以上の男性で割

合が高くなっています。

糖 尿 病

　１カ月の受診者数の

うち27.5％を占めており、

男性の方の割合が高く、

年齢が高くなるごとに

割合が高くなる傾向に

あります。

高 血 圧

　１カ月の受診者数のうち

40.6％を占めており、男性

の方の割合が高く、年齢が

高くなるごとに割合が高く

なる傾向にあり、特に60歳

代からの増加が目立ちます。

40.0％

30.0％

20.0％

10.0％

0.0％
平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

実績 目標値

22.5％22.5％

18.0％18.0％
22.0％22.0％ 21.1％21.1％

19.8％19.8％
25.0％25.0％

22.0％22.0％ 26.0％26.0％
30.0％30.0％

33.0％33.0％

※実績の平成24年度数値は見込値である。

80.0％

60.0％

40.0％

20.0％

0.0％
平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

実績 目標値

45.0％45.0％ 45.0％45.0％ 45.0％45.0％

45.0％45.0％

45.0％45.0％

29.2％29.2％ 31.1％31.1％
24.6％24.6％

53.0％53.0％

43.0％

※実績の平成24年度数値は見込値である。



 

20
歳
の
誕
生
日
が
近
づ
く
と
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
「
資
格
取
得
届
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
必
要
事
項
を
記
入
し
、
年
金
事
務

所
ま
た
は
役
場
の
担
当
窓
口
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
後
日
、
年
金
手
帳
が
届
き
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は
届
け
出
を

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
加
入
中
に

被
保
険
者
の
種
別
が
変
更
と
な
る

場
合
は
、
届
け
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
必
要
な
書
類
な
ど
を
確
認
の
う
え
、

必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

●
自
営
業
・
学
生
な
ど
（
第
１
号
被

保
険
者
）

●
会
社
員
・
公
務
員
（
第
２
号
被
保

険
者
）

●
会
社
員
・
公
務
員
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者
（
第
３
号
被
保
険
者
）

　
平
成
25
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る
障

害
者
総
合
支
援
法
で
は
、
障
害
者
の

範
囲
に
難
病
等
の
方
々
が
加
わ
り
ま

す
。

　
対
象
と
な
る
方
々
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
所
持
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

必
要
と
認
め
ら
れ
た
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
受
給
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

■
対
象
者
　
対
象
疾
患
（
難
病
１
３

０
疾
患
）
に
よ
る
障
害
が
あ
る
方
々
。

■
手
続
き
　
対
象
疾
患
に
罹
患
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
証
明
書
（
診
断

書
又
は
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

等
）
を
持
参
の
上
、
担
当
窓
口
に
支

給
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
後
、
障
害
程
度
区
分
の
認
定

や
支
給
認
定
等
の
手
続
き
を
経
て
、

必
要
と
認
め
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
い
手
続
き
方
法
な
ど
に
つ
い

て
は
、
担
当
窓
口
ま
で
。

　
毎
年
、
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
は
、
数
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
で
も
訪
問
販
売
（
業
者
が

自
宅
を
訪
れ
強
引
に
商
品
の
販
売
を

す
る
）
、
電
話
勧
誘
販
売
（
電
話
で

の
悪
質
な
勧
誘
に
よ
り
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
契
約
）
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
洞
爺
湖
町
で
は
、
悪
質
商
法
な
ど

の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
情
報
な

ど
を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
一
度
見
て
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
３
月
17
日
農
業
委
員
会
委
員
の
選

挙
が
行
わ
れ
、
推
薦
の
委
員
と
合
わ

せ
て
新
し
い
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
届
出
順
・
敬
称
略
）

〈
選
挙
〉

青
山
　
晴
重(

月
浦
区)

62
歳
　

塩
野
谷
幸
一(

花
和
区)

66
歳
　

林
　
　
勝
子(

入
１
区)

68
歳
　

杉
上
　
義
弘(

泉
　
区)

72
歳
　

矢
野
　
哲
夫(

大
　
原)

57
歳
　

堤
　
　
　
寛(

財
　
田)

67
歳
　

四
宮
　
　
勇(

香
　
川)

56
歳
　

平
尾
　
　
博(

旭
　
浦)

59
歳
　

京
谷
　
常
美(

美
沢
西)

64
歳

契約トラブルの情報
を町ホームページに
掲載しました。

■問合せ
　産業振興課水産・
　商工グループ
　　74-3005

洞爺湖町農業委員会
委員選挙結果

■問合せ
　選挙管理委員会
　　74-3000

平成25年４月から難
病等の方々が障害福
祉サービス等の対象
となります。

■問合せ
　健康福祉課福祉・
　高齢者グループ
　　74-3001

国民年金への加入と届
け出

■問合せ
　室蘭年金事務所（お
　客様相談室）
　　0143-50-1004
　住民課住民・戸籍
　年金グループ　　
　　74-3002

こんなとき 届け出先変更後の被保険者の種別

会社員・公務員になっ
た

会社員・公務員と結婚し、
扶養されるようになっ
た

第２号被保険者

第３号被保険者 配偶者の勤務先

勤務先

こんなとき 届け出先変更後の被保険者の種別

退職した

退職し、すぐに再就職
した

会社員・公務員と結婚し、
扶養されるようになっ
た

第１号被保険者

第２号被保険者

第３号被保険者

市区町村

新しい勤務先

配偶者の勤務先

こんなとき 届け出先変更後の被保険者の種別

配偶者である第２号被
保険者の扶養から外れ
た

配偶者が退職して自営
業など（第１号被保険
者）になった

会社員・公務員になっ
た

第１号被保険者

第１号被保険者

第２号被保険者

市区町村

市区町村

勤務先

契約トラブルから身を守ろう



原
田
　
尚
一(

成
香)

51
歳
　

伊
藤
　
文
雄(

成
香)

63
歳
　

〈
推
薦
〉

小
山
　
隆
顕(
成
香)

58
歳
　
農
協

中
川
　
俊
司(
成
香)

56
歳
　
共
済

毛
利
　
　
衛(

香
川)
54
歳
　
議
会

（
任
期
　
平
成
25
年
３
月
27
日
か
ら

平
成
28
年
３
月
26
日
ま
で
）

　
虻
田
漁
港
は
北
海
道
管
理
条
例
に

よ
り
係
留
で
き
る
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
数
は
40
隻
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
度
４
隻
の
空
き
が
出
ま
し
た
の

で
係
留
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
利
用
優
先
順
位（
ポ
イ
ン
ト
制
）が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
高
ポ
イ
ン
ト
者

が
優
先
と
な
り
ま
す
。
同
ポ
イ
ン
ト

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
受
付
期
間
　
４
月
15
日
〜
４
月
30

　
日

■
利
用
期
間
　
平
成
25
年
５
月
15
日

　
〜
平
成
26
年
３
月
31
日

　
昨
年
６
月
５
日
に
、
洞
爺
湖
町
の

「
非
核
平
和
の
町
宣
言
」
に
基
づ
き
、

地
域
・
家
庭
か
ら
核
兵
器
の
廃
絶
と

恒
久
平
和
の
実
現
を
め
ざ
そ
う
と
「
洞

爺
湖
町
非
核
平
和
の
ま
ち
づ
く
り
実

行
委
員
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
８
月
に
は「
戦
争
と
平
和
展
」

や
「
す
い
と
ん
を
食
べ
て
戦
争
を
語

り
つ
ぐ
集
い
」
な
ど
を
開
催
し
、
運

動
の
輪
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

い
っ
し
ょ
に
平
和
に
つ
い
て
考
え
、

行
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
会
員
募
集
に
つ
い
て
は
、
随
時
受

付
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

　
洞
爺
湖
町
で
は
、
障
が
い
の
あ
る

方
が
日
常
生
活
を
送
る
上
で
の
様
々

な
相
談
に
応
じ
る
相
談
員
を
委
嘱
し

て
い
ま
す
。
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
身
体
障
害
者
相
談
員

　
笠
井
　
寛
子
（
　
76-

２
２
０
５
）

■
知
的
障
害
者
相
談
員
　

　
大
廣
　
　
功
（
　
82-

５
６
３
７
）

　
幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
や
、

地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
総

合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
が
、
平
成
27
年

度
に
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
（
昨

年
８
月
、
関
連
法
が
国
会
で
成
立
し

ま
し
た
。
）
。
新
制
度
で
は
、
消
費

税
引
き
上
げ
に
よ
る
増
収
分
の
一
部

な
ど
に
よ
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
の

支
援
を
充
実
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
洞
爺
湖
町
で
は
、
住

民
の
皆
様
の
子
育
て
の
状
況
や
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
事

業
計
画
の
策
定
の
準
備
を
進
め
る
な

ど
、
新
制
度
に
向
け
た
準
備
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

〈
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
と
は
〉

①
質
の
高
い
幼
児
期
の
教
育
・
保
育

を
総
合
的
に
提
供
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
幼
稚
園
と
保
育
所
の
良
さ
を
あ

わ
せ
持
つ
「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
普

及
を
進
め
ま
す
。

②
待
機
児
童
解
消
の
た
め
、
保
育
の

受
入
れ
人
数
を
増
や
す
と
と
も
に
、

子
ど
も
が
減
少
傾
向
に
あ
る
地
域
の

保
育
を
支
援
し
ま
す
。 

③
子
育
て
の
相
談
や
一
時
預
か
り
の

場
を
増
や
す
な
ど
、
地
域
の
子
育
て

を
一
層
充
実
さ
せ
ま
す
。

　
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
次
の
内

閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し

て
く
だ
さ
い
。
　

http://www8.cao.go.jp/shoush

i/shinseido/index.html

プレジャーボート漁
港利用（係留）者の募
集をします。

■問合せ
　産業振興課水産・
　商工グループ
　　74-3005

洞爺湖町非核平和の
まちづくり実行委員
会会員募集

■問合せ
　総務課庶務・職員
　グループ
　　74-3000

身体障害者相談員・知
的障害者相談員の紹介

■問合せ
　健康福祉課福祉・
　高齢者グループ
　　74-3000

子ども・子育て支援新
制度向けた取組につ
いて

■問合せ
　教育委員会管理課
　保育・高校教育グ
　ループ
　　74-3009



奉仕活動でまちづくり　
ボランティア研修会

ゲームで親睦深める　
老連レクリエーション大会

お菓子作りで交流　
洞爺高校ととうや小学校

地元産を食べよう！　
地場産品料理教室

　　月14日、授業を通して異世代交流を深めようと洞爺高
　　校で、同校ととうや小学校の交流授業が行われ、とう
や小学校の５年生16人が洞爺高１年生（12人）から、マド
レーヌの作り方を習いました。
　同高校ととうや小学校の交流は、昨年初めてミシンを使
っての授業が行われ、今回それが調理の分野へ拡大。２月に
も同校２年生ととうや小６年生が同様の授業を行っています。
　当日は、高校生らの指導を受けて、評判のよいマドレー
ヌづくり
に挑戦。
おいしそ
うな出来
上がりに、
児童らは
大喜びで
した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  月19  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地場産の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食材を知
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ってもら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おうと地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場産品料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理教室が、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健康福祉
センターさわやかで、10人が参加して開かれました。
　今回は、依田信之さん（ホテルニュー洞爺湖）を講師に、
ブランド化を狙う赤毛和牛の「ちゃんちゃん焼き」、冬の
魚の主役鱈と地元の長いもを合わせた「鱈の蒸し物」、洞
爺湖で獲れた「わかさぎの南蛮漬け」の合計３品を楽しく
調理しました。
　ちゃんちゃん焼きと言うとサケが多いので、今回の和牛
はめずらしく、「バターみそのこくが、牛肉と野菜にマッ
チしておいしい」と参加者の評判も上々でした。

　　ランティアリーダーの育成や実践者のスキルアップを
　　目的に、平成24年度ボランティア研修会（洞爺湖町社
会福祉協議会主催）が３月16日、健康福祉センターさわや
かで開催され、福祉関係者ら約60人が参加しました。
　小山忠弘ふるさと再生塾塾長（元札幌国際大学学長）が、
「あったか洞爺の・ひと育て・まち育て」と題して講演。
　参加者は、「今、ボランティア活動に期待されているも
のが何なのか」「安全・安心・ぬくもりの心が伝わる地域
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づくりに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボランテ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ィア活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がどう関
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わってい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けるのか」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　などを学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びました。

　　月13
　　日、
会員の親
睦と交流
を目的に
平成24年
度洞爺湖
町老連レ
クリエー
ション大会（洞爺湖町老人クラブ連合会主催）が、母と子
の館で開かれました。
　大会は、団体戦のダーツ大会と輪投げ、スカットボール
など４種目で競う個人戦とに分かれて実施。ダーツ大会で
は、参加者一人ひとりが集中して、中心の円に矢が当たる
ように投じ、会場には張りつめた空気が漂っていました。
結果は次のとおり。（敬称略）
　団体　優勝・成香明大クラブＡ　準優勝・福寿クラブＡ　
３位・睦会Ａ／個人　優勝・山田睦美（栄クラブ）準優勝・横
山アイ子（大原喜楽会）３位・佐々木洋子（栄クラブ）

地域づくりとボランティア活動について学ぶ参加者地域づくりとボランティア活動について学ぶ参加者

地元食材を使った料理を習う参加者地元食材を使った料理を習う参加者

高校生の指導で楽しくお菓子をつくる児童たち高校生の指導で楽しくお菓子をつくる児童たち

ラダーゲッターに興じるお年寄りの皆さんラダーゲッターに興じるお年寄りの皆さん



　　女の生き方を考える「高校生徒と学ぶ！これからの男
　　女の生き方講座」が、２月25日虻田高校で開催されまし
た。
　教育委員会の男女共同啓発事業として企画し、同高１、
２年生や一般町民合わせて112人が受講しました。
　白老町の中谷通恵ＮＰＯ法人お助けネット代表が「男女
で創る家庭・子育て～高校生の今、できること・すべきこと～」
と題して講演。
　中谷代表は、現代社会を生きるうえで「人間好きな子に育
てる」ことが大切であり、そのためには「男女共同参画で子
育てすること」「子どもの発達段階にあった関わりをするこ
と」が必
要である
ことを説
明しまし
た。

　　月26
　　日虻
田小学校
６年生（55
人）によ
る子ども
議会が、
洞爺湖町
議会議事
堂で行われ、副町長や教育長らを前にして、洞爺湖町の
まちづくりについて意見発表を行いました。　
　当日は、八つのグループに分かれ、２グループごとに「防
災についての改善」「洞爺湖町の教育・子育ての改善」「洞爺
湖町の施設の改善」「洞爺湖町の観光の改善」の四つのテー
マで、自分たちでまとめた課題や改善策を発表しました。
　観光では、観光客や地元の人にも楽しめるミニ水族館
の建設や地元野菜を使ったアイスの販売など様々なアイ
デアが出されました。

　　28回洞爺湖町ふれ合う心の文化広場（洞爺湖町文化団
　　体協議会主催）が、３月10日洞爺湖文化センターで、
同団体の創立50周年記念として開かれました。町内の他、
登別、伊達、壮瞥など周辺市町を含め29団体が参加し、歌、
踊り、楽器演奏などで、観客らを大いに沸かせました。
　オープニングは、清水友愛の里「風雅」の琴演奏。引続
き、アフリカ太鼓、太極拳の演武、民謡など多彩な出し物
が披露されました。最後を飾って今年も洞爺湖小唄音頭保
存会による洞爺湖音頭が披露され、会場を大いに盛り上げ
ました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月９
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書まつり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教育委員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会主催）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が、洞爺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総合セン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ター図書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　室で15人
の児童らが参加して開かれました。
　最初に、たんぽぽの会のみなさんが、「しっぽのつり」
「月のみはりばん」「たまごからうまれた女の子」「コッ
ケモーモー」の４冊の絵本の読み聞かせを行いました。引
続き白、青、赤、緑の紐を両手、両足に結び、コールされ
た色を振るというポンポン体操というゲームを行い、大い
に盛り上がりました。
　その後青年研修室に会場を移して「おまえうまそうだな」
のＤＶＤ上映会を行い、アニメを楽しみました。

男女が共同で子育てを　
これからの男女の生き方講座

図書まつり開催　
読み聞かせ、ゲームで盛り上がる

日頃の活動の成果を発表　
創立50周年記念ふれ合う心の文化広場

自分たちのまちを考える　
虻小児童子ども議会で意見発表

虻高で開催された「これからの男女の生き方講座」虻高で開催された「これからの男女の生き方講座」

議場で意見発表を聞く虻小児童たち議場で意見発表を聞く虻小児童たち

読み聞かせを楽しむ児童たち読み聞かせを楽しむ児童たち

オープニングを飾った清水友愛の里「風雅」の皆さんオープニングを飾った清水友愛の里「風雅」の皆さん



　
洞
爺
湖
町
で
は
、
移
住
・
定
住
対

策
に
取
組
ん
で
い
て
、
町
内
の
空
家
、

空
き
地
情
報
を
集
め
て
、
移
住
・
定

住
希
望
者
に
提
供
す
る
「
空
き
家
バ

ン
ク
」
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
洞
爺
湖
町
内
の
賃
貸
又
は
売
買
可

能
な
物
件
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、

ぜ
ひ
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

　
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
物
件
は
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
、産
業
振
興
課
地

域
振
興
グ
ル
ー
プ（
　
74-

３
０
０
５
）

へ
。

　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
の
方
に
納
め
て
い
た
だ

く
道
税
で
す
。忘
れ
ず
に
納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う
。納
税
通
知
書
は
、５

月
７
日
に
全
道
一
斉
に
発
送
し
ま
す
。

　
納
税
通
知
書
が
お
手
元
に
届
か
な

い
方
は
、
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車

税
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
支
払
い
は
コ
ン
ビ
ニ
で
も
で
き
ま

す
。

　
詳
細
は
、
札
幌
道
税
事
務
所
自
動

車
税
部
（
　
０
１
１-

７
４
６-

１
１

９
１
・
　
０
１
１-

７
４
６-

１
１
９

０
）へ
。

●
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施

　
交
通
安
全
運
動
は
、
道
民
一
人
ひ

と
り
に
交
通
安
全
思
想
の
普
及
を
図

る
た
め
、
交
通
安
全
を
自
ら
の
こ
と

と
捉
え
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
や
交

通
マ
ナ
ー
の
実
践
が
主
体
的
に
行
わ

れ
る
よ
う
習
慣
づ
け
、
交
通
事
故
防

止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
　

■
実
施
期
間
　
４
月
６
日（
土
）〜
４

月
15
日（
月
）の
10
日
間

■
実
施
の
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推

進（
自
転
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知

徹
底)

③
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底
④
飲
酒
運
転
の

根
絶
⑤
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
防
止

●
自
転
車
の
盗
難
被
害
の
防
止
と
防

　
犯
登
録
の
推
進

　
例
年
、雪
解
け
を
迎
え
る
４
月
頃

か
ら
、自
転
車
を
利
用
す
る
機
会
も

増
え
、盗
難
被
害
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
大
切
な
自
転
車
を
盗
難
被
害
か
ら

守
る
た
め
に
ツ
ー
ロ
ッ
ク
を
し
ま
し

ょ
う
。

　
万
が
一
被
害
に
あ
っ
た
と
き
の
早

期
発
見
の
た
め
に
、
自
転
車
の
防
犯

登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
　
時
　
８
月
29
日（
木
）13
時
30

　
　
　
　
　
分
〜
14
時
ま
で

■
会
　
場
　
北
海
道
胆
振
総
合
振
興

　
　
　
　
　
局
会
議
室
Ａ
Ｂ
Ｃ

■
受
験
資
格
　
中
学
卒
業
以
上
で
、
給

　
　
　
　
　
食
施
設
や
飲
食
店
営
業
、

　
　
　
　
　
魚
介
類
販
売
業
、
そ
う

　
　
　
　
　
ざ
い
製
造
業
で
、
平
成

　
　
　
　
　
25
年
５
月
24
日
ま
で
に

　
　
　
　
　
２
年
以
上
調
理
の
業
務

　
　
　
　
　
従
事
し
た
者
。

■
願
書
配
布
　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
洞
爺
湖

　
　
　
　
　（
　
75-

２
８
１
８
）

■
提
出
期
間
　
５
月
13
日（
月
）〜
５
月

　
　
　
　
　
24
日（
金
）ま
で

■
提
出
場
所
　
北
海
道
胆
振
総
合
振
興

　
　
　
　
　
局
保
健
環
境
部
保
健
行

　
　
　
　
　
政
室
（
　
０
１
４
３-

　
　
　
　
　
24-

９
８
４
４
）

 

　
心
の
健
康
問
題
を
抱
え
た
本
人
、

家
族
又
は
関
係
者
が
精
神
科
医
師
な

ど
に
相
談
す
る
こ
と
に
よ
り
、
適
切

な
助
言
そ
の
他
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
相
談
に
つ
い
て
は
、
室
蘭
保
健
所

精
神
保
健
福
祉
係
（
　
０
１
４
３-

24-

９
８
４
７
）
へ
事
前
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　
４
月
26
日(

金)

10
時
〜

　
　
　
　
　
11
時
40
分

■
集
　
合
　
月
浦
森
林
公
園
駐
車
場

　
　
　
　
　(

洞
爺
湖
町
月
浦
＝
湖

　
　
　
　
　
畔
沿
い)

■
服
装
等
　
天
候
に
あ
っ
た
服
装
、

　
　
　
　
　
歩
き
や
す
い
靴
。
飲
み

informationinformation

お
知
ら
せ

暮
ら
し

今
年
の
自
動
車
税
の

納
期
限
は
５
月
31
日
で
す

空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
し
ま
せ
ん
か

平
成
25
年
度

調
理
師
試
験
に
つ
い
て

心
の
健
康
相
談

催
　
し

月
浦
森
林
公
園

「
春
を
楽
し
む
会
」

伊
達
警
察
署
か
ら

22-
０
１
１
０

■運転免許更新時講習日程(於：だて歴史の杜カルチャーセンター)
優良(30分) 一般(60分) 違反(120分) 初回(120分)

５月 ８日(水)19:30～８日(水)18:30～/16日(木)13:30～ 14日(火)18:30～ 16日(木)14:30～

故外川孝一さん
■２月17日死去
■55歳■遺族は
ひろみさん■清水

故菊池定夫さん
■２月14日死去
■86歳■遺族は
フサさん■虻４区

故久保吉弘さん
■２月６日死去
■81歳■遺族は多
喜子さん■虻２区

故高梨清一さん
■２月14日死去
■73歳■遺族は
順子さん■泉区

故糸川三重子さん
■２月６日死去
■89歳■遺族は
偉昭さん■財田

故村居輝國さん
■２月５日死去
■89歳■遺族は
優子さん■泉区

故大橋ヤスノさん
■２月24日死去
■91歳■遺族は健
一さん■入江１区



　
　
　
　
　
物
持
参
。(

悪
天
中
止)

■
共
　
催
　
洞
爺
湖
町
観
光
振
興
課

　
　
　
　
　
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
・
水
・

　
　
　
　
　
人
ネ
ッ
ト

■
問
合
せ
　
観
光
振
興
課
（
　
75-

　
　
　
　
　
４
４
０
０
・
担
当
者
大

　
　
　
　
　
楽)

■
日
　
時
　
５
月
10
日
（
金
）

■
場
　
所
　
洞
爺
湖
町
役
場
ロ
ビ
ー

　
　
　
　
　
ホ
ー
ル
（
９
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
11
時
）
／
洞
爺
協
会
病

　
　
　
　
　
院
３
階
　
正
面
玄
関
エ

　
　
　
　
　
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
（
13
時
30
分
〜
）

■
内
　
容
　
・
役
場
（
健
康
相
談
・

　
　
　
　
　
介
護
相
談
・
栄
養
相
談
・

　
　
　
　
　
お
む
つ
相
談
・
正
し
い

　
　
　
　
　
手
洗
い
）

　
　
　
　
　
・
病
院
（
フ
ラ
ダ
ン
ス

　
　
　
　
　
演
舞
）
　

■
問
合
せ
　
洞
爺
協
会
病
院（
　
74-

　
　
　
　
　
２
５
５
５
・
担
当
井
口
）

■
日
　
時
　
４
月
20
日（
土
）９
時
30 

  

　
　
　
　
　
分
〜
正
午

■
場
　
所
　
あ
ぶ
た
ふ
れ
合
い
セ
ン

　
　
　
　
　
タ
ー

■
申
込
み
　
北
海
道
行
政
書
士
会
室

　
　
　
　
　
蘭
支
部
（
　
76-

３
５

　
　
　
　
　
３
８
・
担
当
後
藤
）

■
日
　
時
　
第
１
回
目
・
５
月
27
日

　
　
　
　
　(

月)

〜
５
月
29
日(
水)

　
　
　
　
　
13
時
〜
17
時

■
会
　
場
　
室
蘭
市
障
害
者
福
祉
総

　
　
　
　
　
合
セ
ン
タ
ー
（
　
０
１

　
　
　
　
　
４
３-

45-

６
６
１
１
）

■
申
込
み
　
相
談
希
望
日
の
１
カ
月

　
　
　
　
　
前
ま
で
（
役
場
健
康
福

　
　
　
　
　
祉
課
福
祉
・
高
齢
者
グ

　
　
　
　
　
ル
ー
プ 

　
74-

３
０
０

　
　
　
　
　
１
）

　
不
要
に
な
っ
た
衣
類
・
着
物
な
ど

を
利
用
し
て
、
小
物
や
バ
ッ
ク
・
洋

服
な
ど
を
つ
く
り
ま
す
。

「
壁
掛
け
　
と
う
が
ら
し
」

■
日
　
時
　
４
月
14
日(

日)

・
18
日

　
　
　
　
　(

木)

10
時
30
分
〜
15
時

　
　
　
　
　
30
分

■
定
　
員
　
各
30
名

■
参
加
費
　
１
、５
５
０
円

■
持
　
物
　
裁
縫
道
具
一
式
、
お
弁

　
　
　
　
　
当

　

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

▽
洞
爺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
長
崎

良
夫
会
長
）
は
５
万
円

（
寄
付
物
品
）

▽
坂
井
千
枝
さ
ん(

温
３
区)

▽
鈴
木
ミ
ツ
さ
ん
（
虻
１
区
）

　

看
護
の
心
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か

〜
協
会
病
院
・
看
護
週
間
の
ご
案
内
〜

く
ら
し
の
無
料相

談
会
開
催

心
身
障
害
者
の

巡
回
相
談
の
開
催

●
毎
月
１
日
と
15
日
に
は
、防
災
無
線
を
通
し
て
、行
政
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

■運転免許更新時講習日程(於：だて歴史の杜カルチャーセンター)
優良(30分) 一般(60分) 違反(120分) 初回(120分)

４月 26日(金)14:30～17日(水)13:30～/26日(金)13:30～ 25日(木)18:30～ 12日(金)18:30～

西
い
ぶ
り
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

０
１
４
３
‐
59
‐
０
３
１
９

　旧虻田町出身の馬見州一弁護士が、
当町の姉妹都市である香川県三豊
市出身で大きな功績を残した兄弟
の人生を辿った「双陽の道」を発
刊しました。
　その兄弟は、旧洞爺村開拓に深
い関わりを持った大久保諶之丞と
その弟で、野球などのスポーツで
も有名な尽誠学園高校を創立した
彦三郎。
　二人の足跡のほか、当時の洞爺
村開拓の史実や移住民の貴重な資
料などが掲載され、郷土史として
も興味深い内容となっています。
　あぶた読書の家・みずうみ読書
の家・洞爺総合センター図書室に
所蔵されていますので一度読んで
みてください。

馬見州一さん(札幌市在住)
大久保兄弟の事績を出版



〈
一
　
般
〉▽
葉
形
・
花
色
で
ひ
け
る

木
の
名
前
が
わ
か
る
事
典
４
３
３
種

(

大
島
敏
昭)

▽
美
木
良
介
の
健
康
プ

ロ
グ
ラ
ム
腰
痛
・
肩
コ
リ
・
足
の
む

く
み
は
私
に
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い(

美

木
良
介)

▽
新
島
八
重
と
新
島
襄「
幕

末
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
／
平
和
の

使
徒
」と
呼
ば
れ
た
夫
婦(

楠
木
誠
一

郎)

▽
犬
の
医
学(

田
中
茂
男:

監
修)

▽
歓
喜
の
仔〈
上
・
下
〉(

天
童
荒
太)

▽
刺
客
春
秋
親
子
草「
恋
し
の
ぶ
」(

鳥

羽
亮)

▽
修
羅
ゆ
く
舟（
蜂
谷
涼
）▽

欠
落(

今
野
敏)

▽
繚
乱(

黒
川
博
行)

▽
三
千
光
年
の
星
た
ち〈
上
・
下
〉(

宮

本
輝)

▽
冷
血〈
上
・
下
〉(

高
村
薫)

▽

潜
伏
者(

折
原
一)

▽
路(

吉
田
修
一)

▽
光(

道
尾
秀
介)

▽
夜
鳴
き
め
し
屋

(
宇
江
佐
真
理)

▽
探
偵
法
間
ご
ま
す

り
事
件
簿(

東
直
巳)

▽
人
質(

佐
々

木
讓)
▽
残
り
火(

小
杉
健
治)

▽
ジ

ョ
ン
・
マ
ン〈
望
郷
編
〉(

山
本
一
力)

〈
児
童
書
〉▽
ク
リ
ス
マ
ス
の
り
ん
ご

ル
ー
ス
・
ソ
ー
ヤ
（
上
橋
由
美
子)

〈
一
　
般
〉▽
冷
血〈
上
・
下
〉（
高
村

薫
）▽
残
り
全
部
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
伊

坂
幸
太
郎
）
▽
ゆ
ん
で
め
て
（
畠
中

恵
）▽
散
華
ノ
刻
、木
槿
ノ
賦（
佐
伯

泰
英
）▽
新
・
雨
月〈
上
・
中
・
下
〉（
船

戸
与
一
）▽
永
遠
の
仔
　
全
５
巻（
天

道
荒
太
）▽
１
３
７
億
年
の
物
語（
ク

リ
ス
フ
ァ
ー
・
ロ
イ
ド
）▽
へ
こ
た
れ

な
い
人（
佐
藤
政
美
）▽
新
渡
戸
稲
造

「
武
士
道
」（
山
本
博
文
）▽
浮
か
ぶ
瀬

も
あ
れ（
白
川
道
）▽
別
れ
る
力（
伊

集
院
静
）▽
く
ら
し
の
歳
時
記（
生
活

た
の
し
み
隊
）▽
月
の
満
ち
欠
け
絵

本（
大
枝
史
郎
）

〈
児
童
書
〉▽
中
学
生
ま
で
に
読
ん
で

お
き
た
い
日
本
の
文
学
　
全
10
巻（
あ

す
な
ろ
書
房
偏
）

〈
ロ
ー
タ
リ
ー
文
庫
〉▽
構
造
地
質
学

（
狩
野
謙
一
）▽
日
本
の
地
質
　
増
補

版
・
東
北
地
方（
日
本
の
地
質
編
集
委

員
会
）

●
開
館
時
間

　
午
前
10
時
よ
り
午
後
４
時
20
分

●
４
月
休
館
日

11
日
・
18
日
・
25
日
・
29
日
・
５
月
２
日
・

３
日
・
４
日
・
５
日
・
６
日
・
９
日

（
毎
週
木
曜
日
・
祝
祭
日
休
館
）

あ
ぶ
た
読
書
の
家
　
76-

２
１
０
０

み
ず
う
み
読
書
の
家
　
75-

４
７
０
２

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

「トガリ山の
ぼうけん」シリーズ
　(全８巻)
 　   「風の草原」
       いわむらかずお

今月の１冊

 トガリ山のトガリネズミのおじい

さんが三匹のまごに話すとってお

きの長～い話。トガリィじいさんの

若い頃のぼうけんのお話を３匹の

まごたちはまいばんわくわくしな

がらききます。

さてさてきょうは、

どんなおはなしか

な…。

わ
た
し
の
う
た

俳
　
句
　
【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
三
月
定
例
会
よ
り

短
　
歌
　
【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
三
月
定
例
会
よ
り

陽
の
あ
し
ど
ほ
の
か
に
さ
し
て
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
裸
木
の
枝
に
花
咲
く
ご
と
く
　
　
　
　
大
　
西
　
芳
　
子

と
き
な
ら
ぬ
吹
雪
に
襲
は
れ
ま
た
冬
に

　
　
　
　
　
　
春
の
息
吹
は
少
し
遠
の
く
　
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

父
逝
き
て
は
や
一
周
忌
今
日
も
ま
た

　
　
　
　
　
　
香
け
む
る
ご
と
雪
は
舞
ひ
舞
ふ
　
　
　
元
　
田
　
フ
ジ
子

入
試
終
へ
心
配
無
用
と
孫
か
ら
の
　

　
　
　
　
　
　
電
話
は
い
き
い
き
手
ご
た
え
十
分
　
　
太
　
田
　
　
　
智

日
も
す
が
ら
　
つ
ら
ら
ゆ
し
ず
く
ホ
タ
ホ
タ
と

　
　
　
　
　
　
春
の
足
音
き
け
と
ご
と
く
に
　
　
　
　
山
　
木
　
　
　
孝

花
冷
ゆ
る
郭
の
跡
を
過
ぎ
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

菜
の
花
は
ふ
く
し
ま
育
ち
締
ま
り
を
り
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

目
薬
を
さ
し
終
え
仰
ぐ
春
の
星
　
　
　
　
　
　
　
　
　
那
　
須
　
伶
　
子

火
の
山
の
裾
に
平
和
の
雪
合
戦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

花
冷
え
や
人
事
異
動
の
期
む
か
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

人
は
み
な
春
待
つ
暮
ら
し
鳶
の
空
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

よ
と
き

と
び

ピ
ノ
キ
オ
読
み
聞
か
せ

(

一
年
生
歓
迎
読
み
聞
か
せ)

■
日
　
時
　
４
月
26
日(

金)

14
時

■
場
　
所
　
あ
ぶ
た
読
書
の
家



　
　
月
20
日（
土
）か
ら
30
日（
火
）ま

　
　
で
の
11
日
間
に
わ
た
り
、
全
道

一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
冬
か
ら
春
へ
と
季

節
が
移
り
変
わ
る
こ
と
で
空
気
が
乾

燥
し
、
火
災
が
特
に
発
生
し
や
す
く

な
る
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火

災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、

火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
死
傷
事
故

や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

と
し
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
消
防
署
で
は
期
間
中
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
呼
び
掛
け
や
火
災

予
防
広
報
な
ど
、
安
全
で
安
心
な
街

づ
く
り
を
目
指
し
、
い
ろ
い
ろ
な
行

事
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
春
は
、
新
し
い
息
吹
が
芽
生
え
る

と
と
も
に
、
枯
れ
草
が
目
に
つ
く
季

節
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
て
お

り
、
農
地
等
で
の
枯
れ
草
焼
き
の
最

中
に
周
囲
に
一
気
に
燃
え
移
る
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
し
た
火
の
不
始
末
で
火
災

に
な
る
危
険
性
が
高
く
、
消
防
車
の

出
動
す
る
機
会
が
最
も
多
い
時
季
と

な
り
ま
す
。

　
火
入
れ
を
行
う
場
合
は
、
ま
ず
洞

爺
湖
町
役
場
（
環
境
課
）
へ
焼
却
内

容
の
連
絡
を
行
い
、
消
防
署
へ
は
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
火
災
に
よ
る
「
逃
げ
遅
れ
」
か
ら

あ
な
た
を
守
る
た
め
、
消
防
法
改
正

に
よ
り
、
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
特
に
就
寝
中
火
災
が

発
生
し
た
場
合
は
、
発
見
の
遅
れ
か

ら
、
避
難
が
遅
れ
る
可
能
性
が
高
く
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て

い
る
こ
と
で
火
災
の
発
生
を
素
早

く
察
知
し
、
消
防
機
関
へ
の
通
報

と
避
難
行
動
が
早
ま
り
ま
す
。
あ

な
た
の
大
切
な
家
族
や
財
産
を
守

る
た
め
に
も
必
ず
設
置
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ご
質
問
や
問
合
わ
せ
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
、
洞
爺
湖
支
署

（
　
76-

２
１
１
９
）
・
洞
爺
出
張

所
（
　
87-

２
１
１
９
）
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
　

　
ま
た
、
西
胆
振
消
防
組
合
や
洞
爺

湖
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

春
の
全
道

火
災
予
防
運
動

火
入
れ
の
時
期
と

な
り
ま
し
た

付
け
ま
し
た
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
！

洞爺湖支署(　76-2119)・洞爺出張所(　87-2119)『火災・救急・救助119番』

平
成
25
年
１
月
１
日
〜

　
　
　
　
２
月
28
日
現
在

●
火
災
　
１
件

●
救
急
　
73
件

平
成
25
年
１
月
１
日
〜

　
　
　
　
２
月
28
日
現
在

●
火
災
　
１
件

●
救
急
　
73
件

消
す
ま
で
は

　
出
な
い 

行
か
な
い

　
　
　
　
　
離
れ
な
い

統
一
標
語

広 告



か
わ
ら
版
�10

洞爺湖温泉
観光協会
食事業委員会
　75-2446

あ
り
が
と
〜
や

食を通して
洞爺湖を一つに!!

「食の座談会」の提案から生まれた
雪蔵とうやあか毛和牛サンドコロッケ

いよいよ４月10日販売!!
「食を通して町を一つにしよう!!」を目的に４回実施した座談会ですが、

のべ約150名もの方にご出席頂き誠にありがとうこざいました。
様々なご意見を頂きましたが、その提案を受け開発中だった、
地場食材を使ったコロッケがいよいよ発売になります。
　また四季折々の食材を紹介したいとの意見を反映して
現在、洞爺湖「食」の四季キャンペーンを一年間実施中。
今後も皆様の意見を取り入れた事業を企画したい

と考えていますので、ご協力、どうぞよろしくお願い致します。

■雪蔵とうやあか毛和牛
　サンドコロッケ提供施設一覧

　洞爺観光ホテル、
　わかさいも本舗「仙堂庵」、
　ゆうもあ亭、岡田屋、
　セブン・イレブン洞爺湖温泉店、
　有珠山ロープウェイ、
　道の駅「とうや湖」、
　とうやマルシェ他。

　雪蔵とはその名の通り雪を利用した野菜貯蔵庫
で、ＪＡとうや湖では平成21年新設。作物は０℃
近くなるとデンプンを糖に変え、凍結を防ぐため
細胞内の細胞液を濃くする「自己保存機能」が働
きます。
　溶け出す雪水の影響で湿度が保てるため乾燥を
防ぐ利点もあり、雪蔵でじっくり寝かせることで
　　　　　　　　　　　　野菜はより美味しくな
　　　　　　　　　　　　ります。「とうや」の
　　　　　　　　　　　　名前がつくじゃがいも
　　　　　　　　　　　　はどんな料理にも合う
　　　　　　　　　　　　万能選手で、コロッケ
　　　　　　　　　　　　にも良く合います。

　洞爺湖の高台で飼育される「とうや湖あか毛和
牛」はあか毛和牛の代表的な産地である九州産・
四国産を母牛とし、親子放牧で大切に育成。
　羊蹄山を望む豊かな自然の中で母乳を沢山飲み、
ストレスなく育った仔牛は免疫力の強く健康的。
　肉の美味しさの素とされるアミノ酸やイノシン
酸を豊富に含み、赤身本来の旨みを味わえるとと
　　　　　　　　　　　　　　　　もに、適度に
　　　　　　　　　　　　　　　　霜降りが入っ
　　　　　　　　　　　　　　　　ているので思
　　　　　　　　　　　　　　　　う以上にジュ
　　　　　　　　　　　　　　　　 ーシーな味わ
　　　　　　　　　　　　　　　　いを楽しめま
　　　　　　　　　　　　　　　　 す。

とうや湖あか毛和牛とうや湖あか毛和牛雪蔵じゃがいも「とうや」雪蔵じゃがいも「とうや」

地元食材にこだわったコロッケを
販売してくれる店舗募集中!!



Ｑ.「ジオ」ってどういう意味？

Ａ.「ジオ」は「地球」や「大地」という意味で、「ジオロジー（地質学）」など地球に関係する言葉   

　　の頭につけられます。

Ｑ.「ジオパーク」という名前の公園があるの？

Ａ. 遊具のあるような公園のことではなく、国立公園のように、ある地域一帯を示す表現です。壮瞥

　  町・豊浦町・伊達市・洞爺湖町の４市町全域が洞爺湖有珠山ジオパークとなっています。

Ｑ. 何ができるところなの？

Ａ. ジオパークには、地球の営みがよくわかる場所がいくつもあります。洞爺湖有珠山では、有珠山

    や縄文時代の遺跡が見学でき、温泉や食事を楽しみながら五感で大地を感じることができます。

    噴火災害にそなえた防災学習ができるのも、大きな特徴のひとつです。

    ジオパークは世界中にあり、ユネスコが支援する「世界ジオパーク」は90地域、日本国内では

   「日本ジオパーク」が25地域あります（2013.3現在）。それぞれ４年に一度再審査があり、洞爺湖・

　　有珠山も、今年８月頃までに世界ジオパークの再審査を受ける予定です。

　新年度を迎え、新しく壮瞥町・洞爺湖町に来られた皆様も多いと思います。「ジオパーク通信」では

世界認定を受けている洞爺湖有珠山ジオパークとその魅力について、今月から４回にわけてお知らせ

します。

～ジオパークＱ＆Ａ～

 11万年ほど前に、現在洞爺湖があるあたりで、

　大きな噴火がおこりまし

　た。

　この時にできたくぼ地

 （カルデラ）に水がたまっ

  て、洞爺湖が生まれまし

  た。

 ５万年ほど前に、湖のまんなかで噴火が繰り返

　され、溶岩ドームがいく

　つもできました。

　これが現在の中島です。

 ２万年ほど前に、洞爺湖の南で噴火が繰り返さ

　れて、有珠山が誕生。

　当時は、羊蹄山のような

　富士山型の山だったと考

　えられています。

 しかし７～８千年前、この山は山頂から崩れて

　　　　　　　　　　しまいます。

　　　　　　　　　　現在、伊達市の有珠地区な

　　　　　　　　　　どで見られる小さな丘や岩、

　　　　　　　　　　噴火湾の岩礁は、このとき

　　　　　　　　　　に流れてきたものです。

 その後有珠山は沈静化します。この穏やかな時期

　に、噴火湾沿岸で縄文人が暮らしていたことが、

　入江・高砂貝塚（洞爺湖町）や北黄金貝塚（伊達

　市）などの遺跡の調査からわかっています。

 再び噴火活動が始まったのは1663年。

　その後、有珠山は数十年ごとに噴火を繰り返して

　います。1910年の噴火では温泉の源泉となる四十

　三山が、1944年からの噴火では昭和新山が誕生し

　ました。

　最近の噴火は2000年。有珠山はこれからも噴火す

　る可能性がある、活火山のひとつです。



　
　
治
、
大
正
、
昭
和
に
わ
た
っ
て
、

　
　
ア
イ
ヌ
民
族
の
教
育
や
そ
の
社

会
的
地
位
向
上
に
尽
力
し
、
虻
田
小

学
校
の
敷
地
内
に
胸
像
と
頌
徳
碑
が

建
て
ら
れ
て
い
る
、
虻
田
小
学
校
第

14
代
校
長
白
井
柳
治
郎
（
１
８
８
２

年
〜
１
９
６
６
年
）
の
日
記
が
出
版

さ
れ
ま
し
た
。

　
白
井
の
功
績
を
後
世
に
伝
え
よ
う

と
、
町
内
の
郷
土
史
研
究
家
の
岡
田

光
弘
さ
ん
、
小
弾
正
昭
男
さ
ん
、

鈴
木
正
直
さ
ん
、
多
田
康
之
さ
ん

の
４
人
で
「
白
井
日
記
を
ひ
も
と

く
会
」
を
結
成
。
解
読
、
資
料
整

理
な
ど
を
多
田
さ
ん
が
担
当
し
、

３
年
半
と
い
う
長
い
月
日
を
費
や

し
て
、
20
歳
か
ら
83
歳
ま
で
の
不

明
分
を
除
く
44
年
間
の
膨
大
な
日

記
を
、
本
文
３
６
４
１
㌻
、
全
５

巻
に
ま
と
め
上
げ
ま
し
た
。

　
茨
城
県
生
ま
れ
の
白
井
は
、
明

治
34
年
ア
イ
ヌ
民
族
の
救
済
を
夢

見
て
18
歳
で
虻
田
に
移
住
し
、
そ
の

後
ア
イ
ヌ
民
族
の
子
弟
の
た
め
の
職

業
訓
練
学
校
や
同
小
学
校
の
教
員
な

ど
、
83
歳
で
人
生
の
幕
を
閉
じ
る
ま

で
、
虻
田
を
離
れ
ず
、
当
時
言
わ
れ

な
き
差
別
や
偏
見
に
苦
し
ん
で
い
た

ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
支
え
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。

 

「
生
命
ほ
ど
こ
の
人
生
で
大
切
な

も
の
は
な
い
。
し
か
し
、
生
命
は
、

生
命
よ
り
大
事
な
こ
と
を
行
う
た
め

に
の
み
必
要
な
の
だ
…
。
」
と
自
身

が
述
べ
た
言
葉
ど
う
り
の
人
生
を
全

う
し
た
の
で
す
。

　
岡
田
会
長
は
「
ほ
と
ん
ど
の
町
民

が
白
井
柳
治
郎
の
こ
と
を
知
ら
な
い

世
代
と
な
っ
た
。
偉
大
な
先
人
と
し

て
こ
れ
を
機
に
ぜ
ひ
そ
の
功
績
と
生

き
方
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
発
刊
に

至
っ
た
想
い
を
熱
く
語
り
ま
し
た
。

　
　
月
１
日
付
で
洞
爺
湖
町
役
場
の

　
　
職
員
と
な
っ
た
新
人
を
紹
介
し

ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

①
伊
達
市
②
29
歳
③
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ

ン
州
立
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
ポ
イ
ン
ト

校
④
マ
ラ
ソ
ン
、
ス
キ
ー
、
芸
術
鑑

賞
⑤
自
然
豊
か
な
こ
の
町
を
、
多
く

の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
、
町
が
ま
す

ま
す
元
気
に
な
る
よ
う
笑
顔
で
が
ん

ば
り
ま
す
！
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

①
室
蘭
市
②
23
歳
④
札
幌
市
立
大
学

④
読
書
、
散
歩
⑤
洞
爺
湖
町
へ
は
幼

い
頃
、
家
族
と
旅
行
や
キ
ャ
ン
プ
で

度
々
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
思
い

出
の
地
で
働
け
る
こ
と
を
喜
び
と
し
、

町
民
の
皆
さ
ま
及
び
町
へ
来
ら
れ
た

観
光
客
の
皆
さ
ま
の
た
め
、
町
職
員

と
し
て
精
一
杯
頑
張
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

①
江
別
市
②
18
歳
③
北
海
学
園
札
幌

高
等
学
校
④
ス
ポ
ー
ツ
⑤
住
み
良
い

洞
爺
湖
町
を
今
よ
り
も
っ
と
住
み
良

い
町
に
し
て
い
き
、
活
気
あ
る
町
に

し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

①
洞
爺
湖
町
②
26
歳
③
広
島
国
際
大

学
④
旅
行
⑤
洞
爺
湖
町
民
の
方
々
に

と
っ
て
身
近
で
、
い
つ
で
も
気
軽
に

声
を
か
け
て
頂
け
る
よ
う
な
保
健
師

に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

①
伊
達
市
②
22
歳
③
弘
前
大
学
④
編

み
物
、
ぬ
い
ぐ
る
み
作
り
な
ど
の
手

芸
⑤
自
分
自
身
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
、

不
慣
れ
な
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
明
る
い
笑
顔
で
、
一
生
懸
命
働

い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

さ
ん
と
笑
顔
で
暮
ら
し
て
い
け
る

お
手
伝
い
が
出
来
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。

①
登
別
市
②
20
歳
③
北
海
道
福
祉
教

育
専
門
学
校
④
音
楽
鑑
賞
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
⑤
登
別
か
ら
来
た
の
で
、
ま

だ
洞
爺
湖
町
に
は
慣
れ
て
い
な
い
で

す
が
、
仕
事
上
で
の
子
ど
も
達
と

の
関
わ
り
、
地
域
の
方
々
と
の
関

わ
り
を
大
切
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

①
出
身
地
②
年
齢
③
最
終
学
歴
④
趣

味
・
特
技
⑤
抱
負

カムイ（神）と呼ばれた
白井柳治郎の日記出版

偉大な先人の
足跡伝える

新
人
職
員
紹
介

新
人
職
員
紹
介

白井柳治郎の日記を発刊したひもとく会の皆さん白井柳治郎の日記を発刊したひもとく会の皆さん

稲垣　佑亮
健康福祉課

いながき　　ゆうすけ

秋山　世奈
総務課

あきやま　　 せ　な

松平さゆり
健康福祉課

まつだいら

福澤　美夏
桜ヶ丘保育所

ふくざわ　 　み　か

嶺岸　莉江
健康福祉課

みねぎし　　 り  え

赤木　里美
観光振興課

あかぎ　　　さとみ



４月の健康・子育て・イベントカレンダー

　　12日（金）   洞爺地区健康相談　　            ９:30～11:30　 洞爺総合支所（　82-5111）

　　19日（金）   洞爺地区健康相談　　            ９:30～11:30　 洞爺総合支所（　82-5111）

　　20日（土）   縄文ロビー講座・縄文体験　       10:00～14:00   入江・高砂貝塚館(　76‐5802)

　　23日（火） 　アイスランド特別展（～５月６日）　９:00～17:00   洞爺湖芸術館（　87‐2525）

　　24日（水）　 保育所開放　　　　              10:00～11:30　 本町保育所（　76-2673）

　　25日（木）　 乳児健診　　　　                13:30～　　    健康福祉センター（　76-4006）

　　26日（金）　 洞爺地区健康相談　　            ９:30～11:30　 洞爺総合支所（　82-5111）

　　　　　　 　保育所開放　　　                10:00～11:30　 本町保育所（　76-2673）

５月８日（水） 　保育所開放　　               　 10:00～11:30　 本町保育所（　76-2673）

　　９日（木）　 乳児・１歳６カ月児・３歳児健診　　13:15～13：45   洞爺ふれ愛センター（　82-5185）

　　10日（金）　 洞爺地区健康相談　              10:00～11:30　 洞爺総合支所（　82-5111）

　　　　　　 　保育所開放　　                　10:00～11:30　 本町保育所（　76-2673）　

日(曜) 行　　　事 時　　間 場　　　所

ご家族の深い愛情につつまれて誕生した
プリンスとプリンセスのご紹介です。
ご家族は｢早く大きくな～れ｣と成長を
楽しみにしていることでしょう。
いろいろな可能性を秘めて洞爺湖町に
誕生した赤ちゃん。
その純粋な瞳は何を見つめているので
しょうか？

浅利　心花ちゃん
      　　　(こはな)

弘樹さん・亜由美さん
１月26日生　美沢西

池田　琉晟くん
      　　 (りゅうせい)

勇歩さん・未来さん
１月７日生　入４区

中川丈太郎くん
      　 (じょうたろう)

謙治郎さん・志保さん
11月25日生 洞第３区

▽
４
月
１
日
付

●
部
長
職

▽
総
務
部
長
兼
健
康
福
祉
課
長（
健

康
福
祉
課
長
）木
村
省
平
▽
経
済
部

長（
住
民
課
長
）宮
崎
正
紀

●
課
長
職

▽
住
民
課
長（
管
理
課
長
）遠
藤
秀
男

▽
健
康
福
祉
課
参
事（
健
康
福
祉
課

主
幹
）皆
見
　
亨

●
課
長
補
佐
職

▽
企
画
防
災
課
主
幹（
企
画
防
災
課

主
査
）佐
野
大
次
▽
健
康
福
祉
課
主

幹（
健
康
福
祉
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主
査
）石
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邦
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健
康
福
祉
課
主
幹（
健
康
福
祉
課
主

査
）佐
藤
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▽
建
設
課
主
幹（
上
下

水
道
課
主
幹
）山
崎
貞
博
▽
建
設
課

主
幹（
上
下
水
道
課
主
査
）篠
原
哲
也
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上
下
水
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建
設
課
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若
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農
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振
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課
主
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健

康
福
祉
課
主
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木
浩
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▽
農
業

振
興
課
主
幹（
農
業
振
興
課
主
査
）片

岸
昭
弘

●
係
長
職

▽
総
務
課
主
査（
住
民
課
主
査
）秦
野

道
也
▽
企
画
防
災
課
主
査（
企
画
防

災
課
主
任
）小
林
真
奈
美
▽
税
務
財

政
課
主
査（
総
務
課
主
査
）佐
々
木
真

悟
▽
税
務
財
政
課
主
査（
西
い
ぶ
り

広
域
連
合
派
遣
）佐
々
木
　
勉
▽
住

民
課
主
査（
税
務
財
政
課
主
査
）野
呂

圭
一
▽
健
康
福
祉
課
主
査（
健
康
福

祉
課
主
任
）谷
澤
　
靖
▽
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業
振
興

課
主
査（
総
務
部
付
）川
越
大
助
▽
建

設
課
主
査（
庶
務
課
主
査
）汐
後
康
彦

▽
環
境
課
主
査（
管
理
課
主
査
）尾
崎

文
郎
▽
庶
務
課
主
査（
洞
爺
湖
温
泉

支
所
主
査
）乾
辺
政
幸
▽
庶
務
課
主

査（
庶
務
課
主
任
）八
子
和
行

●
課
長
職

▽
管
理
課
長（
社
会
教
育
課
長
）天
野

英
樹
▽
社
会
教
育
課
長（
健
康
福
祉

課
参
事
）永
井
宗
雄
▽
社
会
教
育
課

参
事（
社
会
教
育
課
主
幹
）杉
上
繁
雄

●
退
　
職

▽
上
野
一
郎（
農
業
振
興
課
主
幹
）▽

上
西
康
一(

洞
爺
湖
温
泉
支
所
主
任)

▽
冨
留
田
俊
幸(

洞
爺
高
校
公
務
補
主
任)

人
事
異
動

人
事
異
動

■
町
長
部
局

■
教
育
委
員
会
部
局 森　　優翔くん

      　　 (ゆうしょう)

和美さん・菜摘さん
１月30日生　入１区



広
報
と
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や
湖
発
行
日
　
平
成
25
年
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日

通
巻
／
第
85
号

■
編
集
・
発
行
／
洞
爺
湖
町
総
務
部
企
画
防
災
課
企
画
　
　
防
災
・
広
報
統
計
グ
ル
ー
プ
 〒
049-5692 洞

爺
湖
町
栄
町
58番

地
TEL0142-74-3004 FAX0142-74-2121 ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
http://www.town.toyako.hokkaido.jp/ ■

印
刷
 遊
佐
印
刷
  

男…………4,585人（△４）
女…………5,296人（△３）
計…………9,881人（△７）
世帯……5,123世帯（＋２）

人口と世帯の動き　２月28日現在

室内パークゴルフ同好会
代表　青木　謙さん　会員22人

　
　
内
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会
は
、

　
　
冬
期
間
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
感

覚
を
失
わ
ず
、
健
康
維
持
を
図
り
、

交
流
を
深
め
よ
う
と
12
月
〜
３
月
ま

で
の
間
活
動
し
、
４
月
か
ら
は
、
こ

ん
ど
は
屋
外
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽

し
む
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
大
好
き
な

皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
同
好
会
が
で
き
た
の
は
平
成
10
年

で
、
何
も
な
い
中
、
ま
ず
道
具
作
り

か
ら
始
め
ま
し
た
。
三
角
ゴ
ー
ル
や

円
形
ゴ
ー
ル
な
ど
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
作
り
、
ま
た
体
育
館
に
合
わ
せ
て

橋
渡
り
や
ド
ッ
グ
レ
ッ
グ
な
ど
全
て

自
作
で
改
良
し
な
が
ら
コ
ー
ス
づ
く

り
を
し
て
き
ま
し
た
。
噂
を
聞
い
て
、

こ
れ
ま
で
に
白
老
や
豊
浦
の
関
係
者

か
ら
も
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
活
動
の
あ
る
水
曜
日
は
朝
か
ら
人

工
芝
を
敷
い
た
り
道
具
を
設
置
し
た

り
、
参
加
者
全
員
が
協
力
し
て
や
り
、

組
み
分
け
を
し
て
コ
ー
ス
を
３
周
、

27
ホ
ー
ル
を
ま
わ
り
ま
す
。
初
め
て

の
人
に
も
親
切
に
ル
ー
ル（
室
内
用
）

を
説
明
し
て
、
い
っ
し
ょ
に
プ
レ
ー

し
て
い
ま
す
。
「
集
中
力
が
養
わ
れ

た
」
「
打
ち
方
の
悪
い
ク
セ
が
直
っ

た
」
「
こ
の
日
が
待
ち
遠
し
い
」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　
用
具
は
ボ
ー
ル
（
市
販
の
ゴ
ム
ボ

ー
ル
に
毛
糸
の
カ
バ
ー
を
か
ぶ
せ
た

も
の
）
、
ク
ラ
ブ
（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

用
の
底
に
布
等
を
は
っ
て
使
用
）
が

あ
れ
ば
プ
レ
ー
で
き
ま
す
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
は
終
わ
り
に
な
り
ま

す
が
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
代
表
の

青
木
さ
ん
（
　
76-

３
５
８
９
）
ま

で
連
絡
く
だ
さ
い
。

今月のワンショット 東奔西走東奔西走
　寒さも少しづつ遠ざかり、日差しの柔らかさをだんだんと
感じることができるようになってきました。
　新年度のスタートです。今年度は、洞爺町の特色をいかし
た大きなイベントが新たに企画されるなど、町の魅力を発信
する機会が一層増えそうです。
　また１年町民の皆さんの協力を得ながら、行政と町民をつ
なぐものとして、内容のある広報「とうや湖」を作っていき
たいと思います。よろしくお願いします。　　　　(Ｈ・Ｏ)

青葉１区長生会例会 カルタ取りを楽しむ皆さん青葉１区長生会例会 カルタ取りを楽しむ皆さん


